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はじめに 

 「連携」は昨今、分野や国を問わず、関心を持

たれている事業の一つと言える。アーカイブズの

世界においても、例外ではない。人材や予算が不

足する一方で、アーカイブズ機関が抱える様々な

課題の解決に高い専門性が要求される中、機関の

枠を越えた協力が不可欠となっていること等が考

えられよう。 

 本稿は、イギリス国立公文書館（The National 

Archives、以下TNA）による連携事業をとりあげ

る。2009年、イギリスでは、政府によって「21世

紀のアーカイブズ」1 が発表され、変化し続ける現

代社会においてアーカイブズ・セクター2 が果た

すべき役割についての方針が打ち出された。これ

をうけ、イギリス国立公文書館は翌年に、活動目

標といえる「21世紀のアーカイブズ―実施に向け

て」を発表3、継続的サービスの改善や電子記録の

保存、オンラインアクセスの保証といった様々な

難題を、セクターで「連携して」取り組むと掲げ

ている。２年後、2012-15年の目標として改訂版が

発表されたが4、ここでは連携するパートナー機関

が分野ごとに記載されるなど、活動の具体化が進

んでいる様子が見られる。そもそもこのTNAこそ

が、政府記録及び裁判記録等の収集・保存にあた

るイギリス公記録館(Public Record Office、以下

PRO)と、民間所在の歴史資料の情報の収集・提供

を行う王立手稿史料委員会(Historical Manuscript 

Commission、以下HMC)を統合して成立した、一

大連携機関とも言える。 

 本稿では、これまでにTNA(及びその前身組織)

が行ってきた様々な連携事業を概観する。まず、

民間所在資料の保存活動から拡大しイギリス各地

の公文書館設立とロンドンとのネットワーク形成

に貢献したNational Register of Archives(全国アー

カイブズ登録局、以下NRA)に注目し、次いで電子

化時代を迎えたPROを中心にプロジェクトが進め

られた一元的資料検索システム「Access to 

Archives」(A2A)と、イギリスにおける全国アーカ

イブズネットワーク構想を見る。そして2011年の

MLA評議会の解散以降、アーカイブズ・セクター

における指導的立場を負うこととなったTNAが実

施した、２つの連携プロジェクト、「The Record」

と「Explore Your Archives」を紹介してみたい。 

1. NRA: 全国アーカイブズ登録局 

1.1 NRAとは 

 官・民を問わずイギリスの歴史に関わる全ての

歴史資料の情報を集約し、提供するNRAは、日本

でもよく知られる。HMC内の一組織として始まり、

2002年にHMCがPROと統合してTNAとなって以

降、現在もTNAの一部門として活動している。 

 NRAの情報は、イギリス全土のアーカイブズ所

蔵機関及び個人より、前年度中に新規取得した歴

史資料の情報が年に一度レポートされるものから

得ている他、NRA自らが国内外の出版物等より収

集しているものである。これは、全国を約30の地

域（一地域あたりに25～30のアーカイブズ所蔵機

関が含まれているという）に分割し、専任の担当

者がついて緊密に連絡を取りあう「ピッチシステ

ム」と呼ばれる方式により支えられている5。 

 こうして集められた未出版リストや目録は

44,000にのぼる。また、それら歴史資料に記載さ

れる53,000の個人、9,000の家族、32,000の企業及
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び116,000の組織がインデックス化されており、全

てオンライン上で検索可能となっている6。NRAイ

ンデックスと呼ばれるこのシステムは、NRAと

様々なアーカイブズ所蔵機関との長きにわたる連

携事業の賜物である。 

 NRAは、TNAによる連携事業の原点ともいえる。

近年ではノーマン・ジェイムズ氏の詳細な論稿が

森本祥子氏により翻訳されている7 ため、以下、

そこで触れられていない部分を中心に、NRAの成

立とその活動について紹介する。 

 

1.2 NRA以前 

 NRAは公文書だけでは語れないイギリスの歴史

を補完するものと考えられた民間所在の歴史資料

の、所在確認と保全を目的として構想された機関

である8。1920～30年代頃からBritish Record 

Association（英国記録協会、以下BRA）、British 

Record Society(英国記録学会)、British Archives 

Council(英国アーカイブズ評議会)といった資料

保全のためのボランティア組織が設立される等の

活動がはじまったが9、専門的知識をもつアーキビ

ストの少ない中で活動の組織化は進まず、第二次

大戦の勃発もあって頓挫10。しかしながら、戦火

や各地の名家の邸宅が軍本部として接収されたこ

とによる家文書コレクションへの懸念が高まった

ことにより、1943年にはNRAの早期実現を求める

意見が採択11。これまでの活動の中で所蔵者との

つながりを持っていた民間団体BRAを主体とした

組織の構想もあったものの12、ボランティア・ベー

スの活動では十分な情報が集まらなかった教訓や、

継続的予算の確保のため、HMCを母体とすること

になったとされる13。 

 

1.3 NRAの発足とその活動 

 1945年に正式に発足したNRAの初代代表マレッ

ト大佐により表明された機関の目標は、①歴史資

料の所在地を明らかにすること、②歴史研究者へ

の総合案内となること、の2点であった14。 

 活動は、①各地に事務局となる州委員会を設立

し、②ボランティアを組織して歴史資料の捜索及

び発見された資料調査を実施、③NRAにレポート

を送付すると同時に、④見つかった歴史資料は適

切な機関へ寄託もしくは寄贈を薦めるという形で

進められた15。当初は、調査済の多くの資料の再

調査を含んでいたことから、歴史研究者や既に存

在していた少数の州公文書館のアーキビスト達か

ら無用の二度手間作業との批判を受けることも

あったが16、マレット大佐の精力的な活動により、

各州には次々と委員会が設立されていった。 

 NRAの一連の活動は、歴史資料の保全について

の地域の関心を呼び、資料の寄贈寄託先として、

各地に公文書館の設立を促進することになる17。

1945年を前後する頃にロンドン大学ユニバーシ

ティ・カレッジとリバプール大学にアーキビスト

養成課程が相次いで設けられ、専門職が世に供給

される下地が整えられたことも状況を後押しした18。

1960年代初頭までにはボランティアを中心とした

資料調査活動はほぼ消滅、州委員会も活動を終止

し、代わって地方公文書館がイングランドのほぼ

全域を網羅、官民に所在する歴史資料が専門的

アーキビストによって管理される体制が整った。

それとあわせて、ロンドンのNRAに対し、州委員

会が毎年送付していた新規取得の民間所在資料に

関するレポートも、地方公文書館等によって行わ

れることとなっていったのである19。 

 21世紀をむかえ、ICTの発展により多くのアー

カイブズ関連機関がそれぞれのホームページ上で

所蔵資料の情報を独自に発信するようになってか

らは、NRAに送付される新規取得資料についての

レポートは減少傾向にあるとされながらも20、現

在も活動は継続して行われている。 

2. 全国アーカイブズネットワーク構想： ICT

の時代の連携 

 この項では、イギリスの一元的検索システムと

して早くから日本にも紹介されていたPROによる

Access to Archives(A2A)プロジェクトを中心に、

電子化時代のアーカイブ・セクターの連携と、TNA

の取組みの現況を見たい。 
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2.1 全国アーカイブズ・ネットワーク構想 

 イギリスのアーカイブズ界に電子化の動きが本

格化するのは、1997年にイギリス政府がICTを積

極的に教育と結びつけることを企図する“National 

Grid of Learning”を発表して以降となる21。それに

より、文化的資源へのアクセスをより容易にする

ものとして各機関がまず力を入れて取り組んだの

は、スペシャル・コレクション等の画像を中心と

したデジタル・コンテンツの作成だった。 

 その中で、博物館や文書館、美術館等の全ての

文化財セクターにおいて、所蔵品の検索性を向上

するためには、紙媒体目録の電子化が必要との議

論が次第に活発化してくる22。その中で、セクター

全体に大きく影響を及ぼすことになったレポート

の一つが、「Heritage Fund Commissioned Report」

(1998)であった23。このレポートは、文化財セク

ターの活動の大きな資金源であったHeritage 

Lottery Fund（以下HLF）24 に対し、ICTを利用し

たプロジェクトへの資金援助の優先基準を定義・

提言するもので、これにより紙媒体目録の電子化

は優先されるべきプロジェクトと明確に規定され

たのである。 

 ICTの進歩によるもう一つの動きが、目録情報

を一元的に検索できるシステムに関するものであ

る。イギリスに限らず、歴史資料とはそもそも、

国家機関や博物館、図書館をはじめ、地方公文書

館や大学機関等、多岐にわたる機関により所蔵さ

れているものである。機関を越えた資料検索への

ニーズの高まりは、自然な流れとも言える。 

 目録の電子化への機運と相まって、こうした一

元的資料検索システムの構築はやがてアーカイブ

ズ・セクターで重要課題となっていき、全国アー

カイブズ会議（National Council on Archives, 以下

NCA）やJoint Information Systems Committee(共同

情報システム委員会)25 といった合同委員会に

よって、様々な調査・検討が繰り返し行われるこ

ととなる。それらの成果を総合して発表されたの

が、全国アーカイブズ・ネットワーク(National 

Archives Network)の設立をめざすNCAレポート、

「アーカイブズ・オンライン：英国アーカイブズ・

ネットワークの設立へむけて」(1998)26 であった。

ここで提唱されたのは、記録資料へのアクセスを

保証・改善することはアーカイブズ界の発展に

とって重要事項であること、また、アーカイブズ

界全体としての発展のためには、資金力のある組

織によるデジタル画像・コンテンツの作成の強化

よりも、目録データの供給さえ可能であれば独自

のホームページを立ち上げるのが不可能な小規模

機関・個人でも参加が可能な一元的資料検索シス

テムの作成を推進するべきとの見解がだされた。

その上で、アーカイブズ・セクターは、全国に所

在する全ての記録資料をオンラインで一元的に検

索可能とする、全国アーカイブズ・ネットワーク、

汎アーカイブズ(Pan-Archives)を構築するべきで

あると表明されたのである27。 

 このような巨大な構想を実現するためには、財

源が重要な課題のひとつとなる。そのため、レポー

トは多くの資金援助団体が必要となることを予測

した上で、様々な団体の関心を１つのプロジェク

トに集中させることは現実的ではないという観点

から、将来的には全てを統合する一元的検索シス

テムを想定しながらも、当面は一定の集まり毎で

の検索サイトの構築から目指すことを推奨した28。 

 こうして、スコットランドにおける50機関の所

蔵資料を一元的に検索可能としたSCAN29 を皮き

りに、イングランドを中心とした高等教育・研究

機関によるArchives Hub30、ロンドン地域に所在す

る資料所蔵機関で作られたAIM2531、さらには特定

分野の記録資料を専門に集めたCASBAH32 等の

様々なポータルサイトが登場する。A2Aは、こう

した流れの中で、PRO主導による地方公文書館セ

クターを中心としたグループによる検索サイト構

築プロジェクトとして立ち上げられたのである。 

 

2.2 Access to Archives (A2A) 

 A2Aプロジェクトはイングランドとウェールズ

の主に地方公文書館に所蔵された記録資料のポー

タルサイトである33。PROをセントラル・チーム

として発足し34、418機関の所蔵資料目録情報が搭

載され、その数はイングランドとウェールズにあ
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る全目録の30％に及ぶとされる35。 

 A2Aの目的は、膨大な紙媒体目録の電子化と、

その情報をもって一元的に検索可能なシステムを

構築することである。電子化にあたって、既存の

目録に手作業でISAD(G)の項目に該当する記述を

カラーペンでマークアップしていくという方法に

ついては、すでに他で紹介されている36 ので詳述

はせず、ここでは主に、プロジェクトそのものが

どのように展開したかを中心に紹介したい。 

 ICTインフラの整備が進んでいた高等教育・研

究機関セクターに比べ、半数以下がロー・スペッ

クのコンピュータしか備えられていない等、出遅

れを指摘されていた地方公文書館セクターだった

が37、「アーカイブズ・オンライン」レポートの発

表から２年後の2000年、A2Aは始動した。 

 プロジェクトは、PROのセントラル・チームに

よって運営や記述標準のコントロールが行われな

がらも、検索システムに搭載する目録をどう選ぶ

か、そのためのプロジェクトを各地でどのように

進めるかについては、地域中心主義がとられた。

これは、オンライン目録化の対象となる歴史資料

を、地域のアイデンティティと結びつくものとし

たいという地域的ニーズに答えるためである38。 

 2000年～2005年の間に、様々なテーマを持った

１年前後の短期間プロジェクトが次々と立ち上げ

られ39、たとえば、南イングランド地域では、「地

主から労働者達へ(Landlord to Labourers)」、「働

く人々(The Workers)」、「アラジンの洞窟(Alladin's 

Cave)」、「教区の宝箱(The Parish Chest)」等のプ

ロジェクトが、１プロジェクトあたり５～10前後

の地方公文書館を集めて行われた。これら全ての

プロジェクトに参加した東サセックス公文書館は、

館の90％に及ぶ目録の電子化に成功したという40。 

 一方で、こうしたテーマ別によったプロジェク

トの進め方により、A2Aに搭載された目録情報は

地域によってジャンルに偏りのある記録が集中し

ていることが指摘されている41。またA2Aが目録作

成の完了した記録42 のみを電子化の対象としてい

るため、目録化されていない資料群が置き去りに

される可能性も問題とされた43。これらの問題が

第１期のプロジェクトで見出されたことから、第

２期以降は、単に目録の電子化のみに焦点を当て

るのではなく、目録未整備のコレクション等を視

野に入れた、再目録化や新規目録作成プロジェク

トも含むものへと拡大することになった44。 

 

2.3 Pan-archivesへの道 

 A2A等の様々な一元的検索システム構築プロ

ジェクトがイギリス各地で行われる中で、全国

アーカイブズ・ネットワーク構想も実現へ向けて

の動きが進められた。 

 その中で、TNAをはじめスコットランド国立公

文書館、アイルランド国立公文書館、北アイルラ

ンド公文書管理局、ウェールズ国立図書館、NCA、

JISC等の機関でコンソーシアムが結成され、アー

カイブズ・オンライン・レポートがめざした汎アー

カイブズ構築のための最初のプロジェクトとして

立ち上げられたのが、Linking Arms(腕をくもう)

プロジェクトである45。目標として掲げられたの

は、①全てのポータルサイトの相互運用性を技術

的に可能にすること、②ユーザーとその影響調査

により示された結果をベースにしたシステムとす

ること、③自らの歴史を作り出せるよう、人々の

力を結集させること、④電子化された記録へのア

クセスを可能にすること、等である46。 

 だが、Linking Armsは実現しなかった。プロジェ

クトがHLFの資金援助獲得に失敗するという事態

がおこり、中止に追い込まれてしまうのである。

その後、Archives UKと名付けられた新たな汎アー

カイブズ・プロジェクト47 が、同様の目標を掲げ

たコンソーシアムとして構想されたが、やはり

HLFの資金を獲得できなかった。これは、この頃、

A2AやArchives Hubといった全国規模に展開する

様々なポータルサイトが存在感を増していく中で、

ユーザーは汎アーカイブズのように一本化した検

索システムにすることを果たして望んでいるのだ

ろうか、という疑問が起こりつつあったことによ

る48。さらに、不運は続く。2008年、今度は、A2A

までもがHLFの資金援助獲得に失敗してしまうの

である。A2Aは以後、情報の検索こそ可能である
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ものの、新規プロジェクトや新規目録の追加は行

なわれないこととなり49、やがて独立して存在し

ていたA2Aのwebページは多くの機能をカットさ

れた上で、TNAのホームページに吸収された50。

結局、2008年には、汎アーカイブズ構想はもはや

追求されず、各ポータルサイトが相互協力しなが

ら標準やデータの交換を促進することで合意を得

ることとなった51。 

 PROからTNAへと引き継がれてきたA2Aと汎

アーカイブズ構想は終わってしまったかに見える

が、ここで、A2Aが休止となった同年にはじまっ

た、TNAの所蔵資料に関するオンライン目録のリ

ニューアル・プロジェクト、「Discovery」に注目

してみたい。これは、TNAの旧オンライン目録

「Document Online」がその重量に耐え切れなくな

りつつあるというシステム的な問題等52 の解決が

一義的な目的であったが、これと同時にリニュー

アルしたオンライン目録でTNAが目指したのは、

これまでにTNAが構築に努めてきたA2AやNRAイ

ンデックスを含む６つの検索システムやデータ

ベース53 を一元的に統合し提供するシステムに作

り直すところにあった54。 

 興味深いのは、Discoveryのコンセプトが、

Linking Armsをはじめとするこれまでの汎アーカ

イブズ構想の目標をそのままベースにしているこ

とである。先述の①について、異なるポータルサ

イト間での相互運用において困難となるのは、仕

組みの異なるデータベースを横断するシステムの

構築であるが、Discoveryはそれを克服するための

プラットフォームを提供するとあり55、また検索

結果の表示は、ペルソナ手法（persona-based 

design）と呼ばれる、ユーザー調査に基づいたシ

ステムで設計されている(②)56。得られた検索結

果からは、電子化した記録をダウンロード可能に

することを目指しており(④)57、さらにTNAの人

力だけではカバーしきれない多くの資料を相互に

関連付け、或いは情報を付加するためのタグ機能

を作り、一般の利用者の参加をうながしている

(③)58。Discoveryは、長く構想されてきた汎アー

カイブズを、TNAが単独で引き継いだプロジェクト

とも言えるのである。 

 2013年４月、新しいDiscoveryが本格始動した。

その後TNAのデータベースは段階的にDiscovery

への吸収が進み、2014年秋には、A2A及びARCHON 

Directoryがサービスを停止する59。現在Discovery

は、国内外2,500機関が所蔵する歴史資料を一元的

に検索できる、まさに汎アーカイブズを体現する

ものとなりつつある60。 

3. セクター・リーダーシップの時代へ 

 イギリスにおける、博物館と図書館事業につい

ての両機関の協力関係を促進する民間の評議会の

存在は1930年代にさかのぼるが、そこにアーカイ

ブズが加わるのは、それら団体が2000年にMLA評

議会へ統合された時からとなる61。評議会は各分

野における事業の改善や発展に取り組み、政府に

対し助言を行う独立機関として活動したが、設立

の10年後にあたる2010年に廃止が表明され、2011

年10月、正式に活動を終えて、その機能は博物館・

図書館についてはイングランド・アート評議会

（Arts Council on England）へ、文書館については

TNAへと移された62。 

 TNAが2003年の設立以降担ってきた役割を踏ま

えつつ、MLA評議会からの事業引き継ぎを機に、

アーカイブズ・セクター全体を見渡す視野を持ち

戦略を立てていくことになってからの連携事業と

して挙げられるのは、2012年に開催されたロンド

ン・オリンピックと文化オリンピアド(Cultural 

Olympiad)における記録収集プロジェクト、「The 

Record」と、2013年にTNAとARA(p.56参照)が共

同で行った「Explore Your Archives」プロジェクト

であろう。本章ではこの２つを紹介してみたい。 

 

3.1 The Recordプロジェクト 

 ロンドン五輪と文化オリンピアドという一大イ

ベントに関するMLA評議会の計画構想は、2006年

にMLA評議会とTNA、その他地域機関によって立

ち上げられ、文化・メディア・スポーツ省に対し

共同提出されたプロジェクトで、オリンピックの

ロンドン誘致にも大きく貢献したとされる63。５
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つの主要なプログラムが策定され64、そのうち、

アーカイブズ・セクターが主に関わったのが、

「The Record」と、「The People's Record」65 の両

プロジェクトであるが、本章では、TNAを中心に

運営されたThe Recordプロジェクトを紹介する。 

 プロジェクトは、2012年オリンピック・ロンド

ン大会と文化オリンピアドに関する、開催前、開

催中、開催後の記録を特定・収集し、それらをTNA

において保存し、利用に供するというものである。

特徴としては、大会開催の過程で作成された記録

文書について、中央機関等で法令により確保しな

ければならない記録のみならず、地域等で開催さ

れるオリンピック関連の活動の記録も収集すると

いう、官民を問わない記録が対象となったことで

あろう。こうした記録の収集の目的は、将来的に

行われるスポーツや文化イベントの効果的な運営

のため、財政上または運営上等のリスクを軽減す

るため、組織運営の透明性と開示性を推し進める

ため、また次世代において短期間で開催されるイ

ベントに関わる人々の利益を保証するため等とさ

れた66。 

 プロジェクトにおけるTNAの役割は、①プロ

ジェクトの全体的な展開、②タイムラインの提示、

③活動の様々な段階において、テンプレートとな

るツールやガイダンスの提供、④公的記録保管施

設に対しては法令によった監督、助言、調整、及

びTNAをはじめとする移管先施設の監査、⑤非公

的施設については情報管理の内部運営には関わら

ないが、会合等を通じて進捗の調査やサポート、

技術や経験を提供すること、とされた67。 

 プロジェクトにおいて設定された関係者は６グ

ループに分けられている。 

１. 中心団体（Cross-cutting Group、通称CCG） 

TNAをはじめ、政府のオリンピック実行委員会、

イギリス・オリンピック協会、ロンドン・オリ

ンピック組織委員会(LODOG)、オリンピック

運営当局から派遣されたメンバーで組織。TNA

の活動をサポートするために設置され、収集対

象となる記録文書を特定・収集しながら、各機

関との調整や意思決定を行う。 

２. アーカイブズ所蔵機関 

TNA、大英図書館、ロンドン市アーカイブズ、

BBC(英国放送協会)、英国オリンピック協会他、

地方公文書館といった、ロンドン大会に関する

収集を権限において管理・保存しなければなら

ない機関。 

３. 公文書所蔵機関 

ロンドン開発庁、コミュニティ・地方自治省、

運輸省、文化・メディア・スポーツ省、オリン

ピック運営当局、オリンピック実行委員会、ロ

ンドン警視庁、TNAなど、公的機関としてロン

ドン大会に関わり、プロジェクトに参加するこ

ととなる組織。 

４. 文化団体 

TNAの他、ロンドン・オリンピック組織委員会、

MLA評議会、イングランド・アート評議会、ロ

ンドン市アーカイブズといった、文化オリンピ

アドやその関連事業の運営・サポート、促進に

関わる団体。 

５. スポーツ団体 

ロンドン・オリンピック組織委員会、英国オリ

ンピック協会、スポーツイングランド、スポー

ツスコットランド、北アイルランド・スポーツ

評議会、ウェールズ・スポーツ評議会、その他

イギリスのスポーツ関連団体。 

６. 地方機関 

ロンドンの５つの特別区（グリニッジ、ハック

ニー、ニューハム、タワー・ハムレッツ、ウォ

ルサム・フォレスト）、バッキンガム州議会、

ウェイマス・アンド・ポートランド市議会（ロ

ンドン・オリンピックと文化オリンピアド関連

のイベントを開催予定の地方機関）。 

 プロジェクトでは、早くから実施に係る数々の

課題が議論された。例えば、権限の異なる公的機

関と民間団体のそれぞれの記録文書、しかも電子

文書を、どのようにTNAに取り込み、持続的に管

理するのか。また、短期間に設立され目的を完遂

し解散してしまう団体の記録を、いかにすみやか

に特定し、評価選別した上で移管するのか。そも

そもMLA評議会のプロジェクトとして始まりな
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がら、その中途で評議会自体が廃止されることが

決定されている中、それは二重に困難な課題だっ

たという68。そのような環境の下、The Recordプロ

ジェクトは、変化する状況に応じて柔軟に対応し

ていくことが必要とされたが、そのためのコミュ

ニケーション手段自体もが、課題となった69。 

 CCGとその他の５つの団体とは定期的に会合

を設けることが当初は予定されていたが、スポー

ツ団体はオリンピックというイベントの開催に活

動の焦点が置かれていたため、当初の相互交流は

うまくいかなかったらしい。 

 一方で、地方機関とCCGとの会合も招集されな

かったが、これはそれまでに築かれていたTNAと各

地方公文書館との連携ネットワークが代用された

ため、必要がなかったことによる70。 

 アーカイブズ所蔵機関との協同においては、

webアーカイブへのアプローチや相互参照のため

の分類方法、記録の移管にあたっての合意等が進

められ、また公文書所蔵機関とは、オリンピック

に関連する機関が合同で記録の選定にあたる運営

グループが設営されるなどの成果を得ている71。 

 The Recordプロジェクトについては、総括的な

評価レポートが現時点で公表されていないため、

オリンピック開催期間中及び期間後の詳細は今の

ところ不明である。しかし、昨年12月に発表され

た外部機関によるTNAのセクター・リーダーシッ

プ機能に関する評価レポート72 において、The 

Recordが総括的な記録の作成の展望を有するとし

て英国オリンピック協会とオリンピック組織委員

会、国際オリンピック委員会との合意に達しただ

けでなく、記録作成機関・団体が記録の管理・特

定・評価選別・移管・利用についてTNAから適切

な助言を得るプロセスを確立したとされている73。 

 このプロジェクトを通じて収集された記録は、

TNAが所蔵する1896年以降の近代オリンピックに

関する全ての電子記録と共に、「The Olympic 

Record」というwebページが作成され、アクセス可

能となっている74。なお、このwebページは発展途

上であり、様々な機関で保有されているオリン

ピック記録の検索システムサイトとなるよう、現

在開発が進められているとのことである75。 

 

3.2 Explore Your Archivesプロジェクト 

 2013年11月16日～22日の1週間にわたり、アーカ

イブズ機関の社会的価値喚起のための全国キャン

ペーンとして行われたのが、「 Explore Your 

Archives（アーカイブズを探検せよ）」である。プ

ロジェクト自体はTNAのオリジナルではなく、

2003年にTNAとMLA評議会の双方から資金援助を

受けたNCAが、博物館や図書館にくらべ認知度の

低いとされるアーカイブズ・セクターの社会的関

心を集めるための事業として立ち上げた、「アー

カイブズ・アウェアネス・キャンペーン(Archive 

Awareness Campaign、以下AAC)」がその原型であ

る76。 

 NCAが2010年にアーキビスト協会（Society of 

Archivists）、地方自治体公文書館長協会(ACALG)

と合併して現在のARAとなってからも、このキャ

ンペーンは毎年、TNAからの資金援助を受けて継

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

The Olympic Recordのトップページ (TNAのwebサイト

より。Contains public sector information licensed under 

the Open Government License v1.0) 
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続していたが、一方でアーカイブズへの来館者は、

全国的に減少の一途をたどっていた77。そこで、

TNAとARAが共同して、イギリス全土の全ての

アーカイブズ(地方公文書館、大学文書館、企業

アーカイブズ、専門機関等)を対象とし、「Explore 

Your Archives」と名付けた新たなプロジェクトが

開催されることとなった。キャンペーンには最終

的に220のアーカイブズ機関が参加。期間中、ワー

クショップや展示会、一般公開イベント等が、館

内企画やオンラインで行われた。TNAの役割は主

に、キャンペーン全体のスケジューリングと、各

機関におけるイベント展開のためのバックアップ

である。 

 プロジェクトにおいてターゲットとなる年齢層

は50～70歳代、次いで35～50歳代と設定された。

また、民間の広告会社に共通で使用可能なロゴの

作成を依頼し、キャンペーンに参加した団体すべ

てがこのロゴをポスターやホームページに使用す

ることとした78。さらに、キャンペーンツールキッ

トとして、ポスター、ポップ・アップ・バナーや

webサイト用のリソースがweb上からダウンロー

ドする形で配布された79。NCAやARAが主催して

いた頃のAACプロジェクトは、中心チームで特定

のテーマを定めてイベントを開催してきたが、

TNAによるExplore Your Archivesではイベントの

テーマは各機関にまかせられた。プロジェクトの

全体の運営や助言は行うが、それぞれの活動は各

地域・機関にまかせるという、A2Aの頃からの手

法がここでも使われている。 

 キャンペーン用に立ち上げられたホームページ

では、各地域の活動の様子がニュースやイベント

告知の形で紹介されたほか、ツィッターやブログ

等、ソーシャルメディアを駆使した広報が行われ

ている(http://www.exploreyourarchive.org/)。 

 各地で開催されたイベントの一部を紹介してみ

よう。バークシャー公文書館は、バークシャーに

所在する城館が人気ドラマ「ダウントン・アビー」

のロケ地となったことから、ドラマの舞台となっ

たビクトリア・エドワード朝時代をとりあげ、州

に住んだ貴族の生活に関する記録の展示会を開催

した。ヴィクトリア・アルバート博物館では舞台

裏ツアーと称し、近年収集されたヴィヴィアン・

リーに関するアーカイブズやその他様々な著名人

についてのコレクションを観覧できるバックヤー

ド・ツアーを開催。かつて鉱山開発で知られたコー

ンウォルの公文書館は、鉱脈を求めてアメリカに

移住していった地域の鉱夫達のファミリー・ヒス

トリーを追う展示が作られた。また、TNAでも、

館職員とTNA友の会80 が共同して、TNAの書庫や

館の日常業務を紹介する一般公開イベントが開催

されている81。 

 キャンペーンにおけるTNAの役割は一定程度評

価され、地方機関にとっては地域におけるアーカ

イブズの啓発活動として非常に有効なイベントと

して概ね受け止められているようである82。プロ

ジェクトは2014年11月に再び開催されることが決

まっており、すでにツィッターやフェイスブック

といったソーシャルメディアの使用に関する研修

が、TNAにより開催されている83。イギリス各地

のアーカイブズ機関による普及活動が一堂に会す

るイベントして、今後も注目されるプロジェクト

である。 

おわりに 

 以上、イギリス国立公文書館が主導した様々な

連携事業を、時代の変遷とともに追ってきた。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Explore Your Archives で使用されているロゴ 
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MLA評議会の解散以降、アーカイブズ・セクター

の発展においての指導的立場をこれまで以上に求

められるようになっているTNAであるが、その取

組みに対する国内関係各機関の評価は高い。それ

は、MLA評議会とくらべはるかに包括的で、かつ

他機関との「建設的な関係」の構築に努めている

という点での評価であり、ウェールズ、スコット

ランド、北アイルランド地域からも、今後のTNA

との関係強化を望まれているようである84。 

 イギリスは、アーカイブズ界においては、その

理論や実践について、様々な分野で世界をリード

してきた国である。その国のトップレベル・アー

カイブズ機関として、今後もTNAが行う連携事業

について、注視していきたい。 
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